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法令改正に伴う伊方発電所３号機の原子炉設置変更許可申請について 

当社は、本日、伊方発電所３号機の原子炉設置変更許可申請書を原子力規制

委員会へ提出しました。 

これは、「実用発電用原子炉及びその附属施設の位置、構造及び設備の基準に

関する規則」等（以下「法令」という。）の改正に伴い、原子炉設置変更許可申

請書の記載の適正化を実施するものです。 

なお、伊方発電所３号機は今回の法令改正に伴う要求事項を満足しているこ

とから、設計変更や設備の改造工事は伴わない予定です。 

（法令改正の概要） 

○ 柏崎刈羽原子力発電所６号炉及び７号炉の新規制基準適合性審査を通じ

て得られた技術的知見として、下記の３点が規制要求として追加された。 

（平成２９年１２月１４日公布・施行、経過措置期限は平成３１年１月 

１日以降の最初の施設定期検査終了日） 

①原子炉格納容器の過圧破損を防止するための対策

②使用済燃料貯蔵槽から発生する水蒸気による悪影響を防止するための

対策

③原子炉制御室の居住性を確保するための対策

○ 平成２８年１１月に発生した、地震による福島第二原子力発電所の使用

済燃料貯蔵槽のスロッシング（水面揺動）で、放射性物質を含む水が流出

した事象を踏まえ、放射性物質を含む液体を内包する配管、容器その他設

備から当該液体があふれた場合においても管理区域外への漏えいを防止す

ることが規制要求として追加された。 

（平成３０年２月２０日公布・施行、経過措置期限平成３１年２月１９日） 

以 上


